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市町村
?カテIZ--
コーナー

このコーナーは、市町村アカデミ

ー(市町村職員中央研修所)におけ

る講義を再現したものです。

地球環境問題のゆくえ

エコポイントやエコカー減税はすっかり私たち

の社会でおなじみとなった言葉だ。バブル景気で

浮かれていた20年ほと手前には想像もつかなかった

が、現在は地球環境に配慮する社会になりつつあ

る。その背景には、気候変動や自然災害の増加が

地球温暖化の影響だと繰り返し報道されるなどし

て、多くの人々が自覚しはじめたことがある。

人間活動によって排出される二酸化炭素は年間

約7.2Gt-C(炭素註換算) もあり、そのうち陸や

海で吸収されるのは3.IGt-Cに過ぎない。大気

中に滞留する二酸化炭素が毎年1.9ppmずつ増加

し、温暖化を進行させている。もちろん、それに

対する取り組みは進んでいる。国際的には、 1987

年の国連の環境と開発に関する世界委員会の最終

報告で「持続可能性」がキーワードとして示さ

れ、 1992年の国連地球サミットの「アジェンダ

2Uにつながった。京都議定書で合意したことの
実行など、匡|際社会で‘の対策も進んでいる。

一方、個人レベルではどうだろう。内閣府大臣

官房政府広報室が2007年に行った「地球温暖化対

策に関する世論調査」では、回答者の92.3%は

「地球温暖化問題に関心があるJと回答してい
る。このように関心は確かに高まっている。しか

し、 「どのように取り組めばよいか情報が不足J
(22.5%)、「どれだ け効果があるのか疑問」

(13.2%)など、それが実際の行動につながって

力エルは、市町村ア力デミ いないのではないか。
のアイドル マク
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また、同広報室が2008年に実施した「低炭素社

会に関する特別世論調査」では、低炭素社会につ

いての周知度はまだ3割程度と低く、 「低炭素社

会に移行しでも豊かになるjとした回答者は40%

で、 31%が「我慢を強いられるjと不安を訴えて

いる。このように、その意味は理解できても具体

的に何をすればよいのかわからない、というのが

現状だ。温暖化対策の必要性は理解できるが、個

人レベルでの対策はまだまだである。

しかし、現在の排出レベルが続けば、2050年に

世界の温室効果ガスの排出量は現在の約 2倍にな

ると予測されている。そして、日本で開催された

洞爺洲サミ ットで、世界全体で温室効果ガスを

2050年までに1990年比50%削減、なかでも先進国

は80%削減という目標が国際的合意となり、 2011

年 1月に衆議院に提出された地球温暖化防止基本



法案では、 2050年までに1990年比80%削減の目標

が明記されるなど、厳しい現状の中に私たちはい

る。

2 観光と低炭素社会

こうした状況では、 「賛沢の代表jである観光

は自粛しなければならない活動の筆頭に挙げられ

そうだが、果たしてそうだろうか。明日の生存が

かかっているのであればその選択もあるが、多く

の人々にとって社会は依然として豊かで、娯楽を

諦めて「質素」な生活を送ることは、まだ現実的

ではない。余暇活動である観光では、より切実感

は薄いだろう。実際、旅行動機の 7割近くが r1:1 
常生活から解放されるためjであり (日本交通公

社観光文化事業部、 2009年)。日常生活で求められ

ている二酸化炭素排出の抑制を、旅先でも実施し

ようとするかは疑わしい。

実は、観光はそれ以外にも大きな課題を抱えて

いる。それは、観光が生活圏以外に人が移動する

ことで成立する活動だからである。例えば、近年

増加傾向にある航空機による移動では、 二酸化炭

素の排出量は特に大きい。日米間を飛行機で往復

した場合の排出量は、 l年分の自家用車利用に匹

敵する。観光には、消費者 (二i駿化炭素の緋出者)

が地域をまたいで消費活動や二酸化炭素を排出す

るという特性がある。つまり、移動のために二酸

化炭素を排出しなければ成立しない活動である。

しかし、観光を自粛すれば低炭素社会が実現で

きるというのはかなり短絡的な思考である。ビー

ルやコーヒーを自粛すればよいと言われでも、そ

れがもたらす幸福感や満足感があるので、実際に

は実現が難しいことは自明だ。近年の禁煙促進に

対する強力な反対運動を見ても、人の略好や好み

を規制することの難しさがわかる。さらに、日常

生活の中であれば、「仕方がない」という選択も

あり得るだろうが、観光は一般的に日常を離れて

活動する非日常空間で行われている。人々が

「せっかく日常を離れて観光に来ている」と思っ

ている時に二酸化炭素削減の話をしても、そっぽ

を向かれる可能性が高い。

そこで、観光における二酸化炭素削減対策で

は、生活の中での二酸化炭素排出の抑制とは異な

るアプローチが必要である。それは規制や我慢で

はなく、観光客が積極的に行動することを促すこ

とだろう。

ただし、それが可能になれば、温暖化対策にお

ける観光に対する否定的な見方を改善することも

できる。観光はこれまで、観光地への移動のため

に二酸化炭素を排出しなければならず、せいぜい

排出量の抑制に努力できるだけだと考えられてき

た。しかし、観光そのものの意味や内容を変えら

れれば、今後の低炭素社会の実現のために観光が

貢献できる可能性は高い。

その例が、 「エコツ ー リズム」や 「グリーン

ツーリズムjである。環境に配慮 し、環境や農

業、農村について学ぶことで、 二酸化炭素排出の

削減の限界を超えて、観光としての社会貢献も可

能になっている。その背景には二酸化炭素排出を

削減するだけではなく、持続可能な社会の実現に

寄与する産業や活動が評価されるようになってい

るという現実がある。

北海道礼文島のエコツアー

3 観光の持つハンディ

エコツーリズムのような新しい観光は出てきて

いるが、観光は移動しなければならないという
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「ハンディJを負っている。移動による二酸化炭
素排出が避けられないとなれば、低炭素社会で歓

迎されないだろう。しかし、逆に観光が低炭素社

会で有利な点、はないのだろうか。実は低炭素社会

への移行では、観光だからこそできることがいく

つかある。それは観光の持つ特徴を整理すること

で明らかにできる。

第 1の特徴は、観光サービスが生産された場所

ですぐに消費されることである。消費者の居住す

る地域にサービスを届けるのではなく、消費者が

観光地である地域にやって来る。そして、観光地

で観光サービスを消費して帰って行く 。もちろ

ん、地域側で温暖化の原因の二酸化炭素を排出す

るのではなく、観光客が移動することで大部分の

二酸化炭素を排出するのだが、これを「悪」と見

なしでは、そもそも観光が成り立たない。

第2の特徴は、誰でも「かかわりやすい」こと

である。日本人であれば、 「サービスを提供され

る側」つまり観光客として、修学旅行や家族旅行

などで何らかの「観光」経験を持っている。経験

が共有できていることは強みである。

第3の特徴は、「広い意味での観光Jを提供す
る際には特別な資格を必要としないことである。

確かにツアーを販売したり、宿泊業やレストラン

を営んだりするには資格が必要だが、例えば「観

光ボランテイアガイドJなどの活動であれば、誰
でも思い立った日から始めることができる。この

ように観光分野は既存の制度や法律でがんじがら

めになっていないので、低炭素社会への移行対策

も柔軟に進めることができる。

以上のような特性があるので、観光分野での低

炭素材:会の実現で、は、日常生活での二酸化炭素削

減策にはない特別なアプローチが必要である。

4 持続可能な「責任ある観光」へ

低炭素社会に移行しつつある社会では、観光だ

けが例外だと主張することはできない。そこで、

観光も対策を講じなければならないが、観光の特

徴を踏まえた上で、新たな道はあるのだろうか。

前述したように、観光では移動を必要とするの

で、単純な二酸化炭素の排出抑制対策は難しい。

しかし重要なのは、観光関係者がこのような観光

のハンデイを自覚した上で、新たな観光への変化

を促進したり、低炭素社会向けの商品やサービス

の開発を進めたりすることである。観光は個人の
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楽しみのための活動だが、企業として関係するの

であれば努力は必要である。それは産業として

「責任ある観光 (responsibJetourism) Jへ転換する
ことでもある。他産業の例だが、かつては乱獲を

批判されたt({¥業でも、「責任ある漁業」 という

キャ ッチフ レーズを掲げて努力している。観光産

業も社会的責任を自覚した持続可能な産業への転

換をめざすべきである。

一方、個人レベルでも、低炭素社会への移行が

社会的なトレンドになっている。観光は、強いら

れて出かける行為ではない。あくまで個人的に楽

しむ活動だ。そこで、観光客自身も責任ある観光

を意識し、観光のスタイルを変えなければならな

い。また、観光分野でも消費者による「賢い消

費Jが求められる。観光客が変われば、彼らを顧
客にしている観光産業も変化する。

ところで、 二酸化炭素の排出抑制以外の環境配

慮は以前から観光分野でも進められてきた。それ

が、「持続可能な観光 (sustainabletourism) Jの推
進である。今までの「旅の恥はかきすて型の観

光Jから、持続可能な社会への移行の中で、将来
世代も観光を楽しむことができることが重視され

るようになってきた。前述したエコツーリ ズムは

1980年代後半から世界的に普及した。エコツーリ

ズムは「自然環境への負荷を最小限にしながらそ

れを体験 ・学習し、目的地である地域に対して何

らかの利誰や貢献のあるツアーをつくり出す仕組

みや考え方」である (敷田ほか、 2008年)。 そし

て、その理念に基づいてつくられた旅行商品がエ

コツアーである。自然環境、特に世界自然遺産級

の原生自然を訪ねるツアーだけではなく、省エネ

ルギーに寄与する観光や環境意識を啓発する体験

観光もエコツアーのメニューとして提案されてい

る。

ガイドによる自然解説 (北海道浜中町)



5 観光関係者による対策

観光で移動することを前提に、 二酸化炭素の排

出を抑制する試みも始ま っている。旅行会社など

が提案する対策もある。まず 「カーボンオフセッ

トjが考えられる。以前の公害であれば、特定の

汚染物質が特定の地域で排出されるので、どこで

対策をしてもよいということではなかった。しか

し、 二酸化炭素は地球上どこで抑制しでも効果は

同じだと言われている。その 「利点Jを生かした
のが「カーボンオフセ ットツアー」である。この

タイプのツアーは、沖縄をはじめとする各地で試

みられ、旅行会社からも商品として販売されてい

る。排出が想定される二酸化炭素をオフセ ット

し、移動する際に発生する排出を抑制する仕組み

である。

一方、北海道で、は、「シーニツクパイウェイ北

海道」が 「カーボンオフセ ット型ツアー」を推進

している。このツアーは観光客が植樹活動に参加

して、ツアーで発生する二酸化炭素の排出を抑制

する企画である。またシーニ ックパイウェイ北海

道では、アイドリングスト ップなどの条件を付け

た環境配慮型ドライブ観光を「エコツーリング」

として推奨している。

上記のようなツアーや試みは目新しさもあり、

発売時には話題になることが多い。ところが、現

状のカーボンオフセットツアーでは十分に客が集

まらないことも多く、旅行会社としても践陪ーがあ

るようだ。しかしそれも、こうした旅行商品を積

極的に選ぶ消費者が増加すれば変わるだろう。

またカーボンオフセットツアーでは、従来型の

観光の 「原罪」までは解消できない。できるだけ

多数の観光客を効率的に観光させる従来の 「マス

ツーリズムjを維持したままで、カーボンオフ

セットツアーを実施しでも、根本的な解決策とは

ならないだろう。こうした環境配慮型ツアーが旅

行商品の主流になることはその第一歩にしか過ぎ

ない。

抜本的解決のためには、観光事業者が積極的に

「転換」をめざす必要がある。マスツーリズムに

よる大量輸送や大量消費に依存してきた観光関係

者は、それは 「無理だ」と主張するだろう。それ

に対しては、かつて排気ガス規制のマスキー法に

応えて技術革新を成し遂げた、日本の自動車産業

の成功例を挙げて反論しておきたい。

6 観光自体の見直し

今まで述べてきた中でも っとも重要なことは、

マスツーリズムの見直しである。以前の観光は、

労働と余暇が分離していて、少ない余暇時間を効

率的に使って、誰もが 「早く、いくつも観光地を

回りたいjと望んでLいた。その場合には、観光に

おける移動は短時間で効率的なことが求められ

た。目的の観光地に達するためには、 二酸化炭素

を大量に排出しでも、 「効率的なJ観光をしなけ
ればならなかった。しかし、このようなスタイル

の観光を進めている限り、 二酸化炭素排出の問題

は解決できない。では、そのためにはどうしたら

よいのだろうか。

解決のための 1つのヒン トは、 「ほんらいの

旅」への回帰である。目的地にたどり着くことよ

りも、移動そのものや目的地でのゆっくりとした

滞在を楽しむ観光を目差してはどうか。

例えば、北海道では「フ ットパス」という眺め

を楽しみながら遊歩道を歩くことを推奨する活動

も生まれている。タクシーやパスでの移動よりも

「歩く 」ことから得られる満足に人は価値を見い

だしている。歩くことが 「ファッ ション」になれ

ば、ほんらいの旅の姿である 「歩く」観光が再評

価されるだろう。これは観光地でのエネルギー消

費を抑え、 二酸化炭素の排出抑制につながる。

フットパス (北海道黒松内町)

低炭素社会では、観光だけではなく、私たちの

暮らしそのものも考え直さなければならなくなっ

ている。グローパリゼーションや IT技術による

効率的な社会や経済の実現だけでは、私たちは幸

せになれない。これからは 「効率」から 「余

裕」、「スピードJから 「ゆっくり」に移行した
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い。日常生活はつまらないので、せめて観光だけ 内|羽府大臣官房政府広報室、2007.r地球温暖化対策に
は非日常の中で 「羽目を外す」という観光スタイ 関する世論調査」
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ライフJで、その延長に 「スローな観光Jがある ind巴x.htmJ do閉山adedat 2009.11.30 

ことが望ましいのだ。 内|品l府大臣官房政府広報室、2008.r低炭素社会に関す
非日常と言われ続けてきた観光だからこそ、そ る特別世論調査」

の限られた時間の中で、日常のフ ァス トを忘れ http://www8.cao.go.jp/sωvey/tokubetu/h20/h20-lcs.pclf 

て、スローな時間を体験して、そのよさを実感で dO¥vnJoaded at 2009.11.30 

きる。生活を急にスローにできない人は、まず観 日本交通公社観光文化事業部、 2009.r旅行者動向2009
光でゆっくりとした生き方を体験することもでき 圏内・海外旅行者の意識と行動J101 p . 

る。最近の トレンドだから低炭素社会に対応する 敷田麻実 ・森重昌之 J高木晴光 ・宮本英樹、 2008.r地
という発想から、観光が低炭素社会の実現に寄与 域からのエコツーリ ズムー観光 ・交流による持続可能

できるという発想に変わった時に展望は聞けるだ な地域づくり』数回麻笑編、 京都市、 学芸出版社、 205

ろう。 ]).
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図解

自治体職員のための
トラブル解決

一 l 石川公一/編著 85判定価3，500円(本体3，333円+税)

日々の仕事の中で直面するトラブルへの対処法、法的判断に迷った場合の解決法

を 60のケーススタディでずばり回答。すべての問答に関係図を収録しており、
解決のポイントがひと目でわかります。いざという時のために、座右に置いてお

きたい 1冊。

【収録内容】 憲法、法律、条例と「法J/だれが義務、責任を負うのか/地方行
政の相手方はだれか/行政処分と行政指導をめぐって/適正な財務手続を/補

償、争訟に備える/どこまで情報公開すべきか/危機管理とコンブライアンス

お近くの書信または弊社
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